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まえがき 

この文書は，工業標準化法第 3 条の規定に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が

公表した標準仕様書（TS）である。 

この標準仕様書（TS）は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この標準仕様書（TS）の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があ

ることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特

許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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International vocabulary of metrology- 
Basic and general concepts and associated terms (VIM) 

 
序文 

この文書は，2007 年に第 1 版として発行され，2010 年に訂正版（corrected version）が発行された ISO/IEC 

Guide 99 を基に，技術的内容及び構成を変更することなく作成した標準仕様書（TS）である。 

なお，この標準仕様書で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この標準仕様書を作成するに当たっては，次の規則を用いた。 

a) 用語の定義に関する規則 この標準仕様書に記載する定義及び用語は，それらの書式も同様に，ISO 

704，ISO 1087-1 及び ISO 10241 の用語作成規則にできる限り従っている。特に，この標準仕様書の

どこかで定義されている概念を指す用語は，矛盾又は堂々巡りをすることなく，その用語に対応する

定義で代替することができる，という代替原則が適用されている。 

概念は，五つの分野に分けて，論理的な順序で規定する。 

定義によって，非定義概念（“根源語”ともいう。）を用いることが避けられないこともある。この

標準仕様書では，そのような非定義概念には，次のようなものがある。すなわちシステム（system），

構成要素（component），現象（phenomenon），物体（body），物質（substance），性質（property），計量

参照（reference），実験（experiment），検査（examination），大きさ（magnitude），材料（material），装

置（device），及び信号（signal）である。 

この標準仕様書に記載する種々の概念間の様々な関係の理解を助けるために，概念図を記載した。

その概念図を，附属書 A に示す。 

b) 同義語 同じ概念に対して二つ以上の用語が記載されている場合は， 初の用語が優先用語であり，

できる限り初めから終わりまでその用語を用いている。 

c) 定義する用語の表記 この標準仕様書の対応国際規格では，他の部分で定義した概念の用語は，それ

が 初に出てくるときにゴシック体を用いているが，この標準仕様書では，その規則は用いていない。 

d) 引用符 この標準仕様書では，シングル引用符号（‘…’）を，概念を表す用語を囲むために用いる。

ダブル引用符号（“…”）は，その用語だけを考慮する場合又は引用する場合に用いている。 

e) 定義として等しいという記号 記号の := は，ISO 80000 規格群及び IEC 80000 規格群に規定されて

いるように“定義として等しい”ということを意味する。 

f) 区間 “区間（interval）”という用語は，a 及び b（> a）が実数であるとき，a 以上であり b 以下であ

るときの実数 x の集合を示すために記号[a, b]とともに用いる。用語“区間（interval）”は，ここでは

‘閉区間（closed interval）’として用いる。記号 a 及び b は，区間[a, b]の‘端点（end-points）’を示す。 

例 [－4, 2] 




